
 

 

                   平成 22 年７月 13 日 

  各       位 

会 社 名 株 式 会 社 ポ イ ン ト

代 表 者 代表取締役会長兼社長  福田三千男

( コ ー ド 番 号 ２ ６ ８ ５  東 証 第 一 部 )

問 合 せ 先 取締役常務執行役員管理本部長   松田  毅

 ( T E L : 0 3 - 3 2 4 3 - 6 0 1 1 )

 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成 23 年２月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 

 

平成 22 年６月 30 日に公表いたしました「平成 23 年２月期 第１四半期決算短信」につきまし

て、一部訂正する箇所がありましたのでお知らせいたします。なお、訂正箇所には、下線を付し

ております。 

 

記 

 

訂正箇所 

１．５ページ 

【定性的情報・財務諸表等】 

４．その他 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

（訂正前） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平

成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 28 百万円、28 百

万円、421 百万円減少しております。また当会計基準等の適用開始による敷金及び保証金の減少

額は 393 百万円であります。 

（訂正後） 

「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）

が平成 22 年３月 31 日以前に開始する連結会計年度から適用できることになったことに伴い、当

第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 28 百万円、28 百

万円、421 百万円減少しております。また当会計基準等の適用開始により、投資その他の資産の

「敷金及び保証金」が 421 百万円減少しております。 

 

 

 

 

 



２．９ページ 

５．四半期連結財務諸表 

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（訂正前） 

 
前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,961 3,099 

（中略）   

賞与引当金の増減額(△は減少) 527 620 

未払金の増減額(△は減少) △80 56 

未払消費税等の増減額(△は減少) － △166 

その他 △103 △446 

小計 △75 △505 

（以下、省略） 

 

 

（訂正後） 

 
前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,961 3,099 

（中略）   

賞与引当金の増減額(△は減少) 527 △621 

未払金の増減額(△は減少) △80 56 

未払費用の増減額(△は減少) － 847 

未払消費税等の増減額(△は減少) － △166 

その他 △103 △51 

小計 △75 △505 

（以下、省略） 

 

 

 

 

 
以  上 


